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はじめに

　本書『保育の心理学』は、保育士養成課程の新カリキュラムに対応した、保育

や幼児教育の専門家養成向け発達心理学の入門書として企画しました。それだけ

でなく、看護・福祉職などに役立つ知識の提供もカバーしています。

　保育への時代のニーズはますます高まり、特に乳児保育はこれまでにない広が

りをみせています。保育所保育指針においても、乳児保育や３歳未満児の保育が

重点化して改訂がなされました。このような情勢のなかで、いわゆる養護と教育

を一体とした質の高い保育を実現していくために、保育者は、子どもの発達につ

いてこれまで以上に詳しく知っておくことが求められています。もちろんそれは、

たんなる身体的な成長だけに限りません。

　心理学では、人の能力をさまざまな側面でとらえ、その機能や発達について研

究を重ねてきました。本書では、誕生からおよそ学童期くらいを中心にした子ど

もの発達を、さまざまな角度から解説しています。

　本書を通して、子どものもつたくさんの可能性をとらえられるようになること

を願っています。子どもの発達が、今にも起こりそうなところをうまくキャッチ

して、上手にそれが良い変化をもたらすような働きかけを意識しながら子どもと

関わることは、子どもにとって貴重な学びの機会となることでしょう。また、子

どもの発達が芳しくなかったり、個性的だったりするようなとき、あるいは心の

癒しが必要なときにも、子どもの発達を理解している保育者は、よりよい対応が

可能となるでしょう。

　本書では、経験豊かな執筆者ができるかぎり保育場面でのエピソードや臨床的

問題を紹介しながら、具体的な関わりや支援の方法について学べるように工夫し

ています。保育実践を生き生きとイメージしながら、読み進めていただければ幸

いです。

　最後になりましたが、出版社みらいの米山拓矢氏には、微に入り細に入り、本

書の編集全般にわたり、手厚くサポートをいただきました。企画を対話的に練り、

それをもとに、全国の選りすぐりの執筆陣と語り合えたことは、編者として本当

にありがたく思っております。心より感謝申し上げます。

　2019 年２月

編　者

見本
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　この章の
　　この章の　 キ ー  ワ ード　キ ー  ワ ード　

エクササイズ　　自由にイメージしてみてください

　人の「発達」は、いつからスタートして、いつゴールに着くと思いますか？

子どもの発達

第1章 見本
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　第　　　　　章 子どもの発達　1

　この章の
　　この章の　 キ ー  ワ ード　キ ー  ワ ード　

学びのロードマップ
●第１節
　「発達」とは何か。「生涯発達」とは何かを説明します。

●第２節
　人間の発達にはどのような要因が影響を与えるのかを説明します。

●第３節
　�「トランザクショナル・モデル」について保育のエピソードを交えながら
説明します。

■相互作用説…人の発達は、もって生まれたもの（遺伝的な要素）と生まれてからの育ち（環境的な要素）
とがかけ算的に作用し合って発達を決定するという考え方です。

人は、生まれつきでは決まりません。
コツコツと努力を積み重ねていけば
きっと良いことがあります。

この章のま
とめ ! 見本
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第１節　子どもの発達の見方・考え方

　はじめに、子どもの発達に関するとらえ方について学びましょう。
　発達そのものに対するとらえ方は、時代とともに変化してきました。近年
においても、少子高齢化や環境問題などによる子どもの発達環境の変化とと
もに、私たちの発達観は変貌しています。
　発達を規定する要因についても、その基本的な考え方を知っておく必要が
あります。人間は親から引き継いだＤＮＡによって人生を決められてしまう
のか、あるいは、育つ家庭や環境によって変わりうるのか。古くから議論の
つきない「遺伝と環境」の問題についてまとめました。子どもの発達の見方
や考え方の基本を学び、子どもの発達のより良い援助に生かしましょう。

１．発達とは

（１）「発達」の定義
　まず心理学における「発達」という言葉について考えてみましょう。人間
が発達する、というとき、そこには何らかの変化があります。発達していく
途中や道筋を発達過程と呼びます。発達は、特定の方向に変化していきます。
たとえば、未熟な状態から成熟した状態へ、単純から複雑へという変化は、
まさに子どもの発達全般のイメージと合致します。
　ただし本来、発達というのは生涯を通じた「変化・変容」を意味している
ので、たとえば加齢に伴う老化現象も発達ということができるのです。

（２）発達の始まりは胎児期から
　発達がいつ始まるかというと、それは、子宮内での受精に始まる胎児期か
らと考えられています。胎児期には、最初は単純な細胞が「分化」し、そし
て「統合」が起こります。それが何度も繰り返されて、母体内のさまざまな
環境との相互作用を起こしながら、出生を迎えるまでの複雑な変化は、まさ
に発達過程のあり様を示していると言えるでしょう。そしてもちろん、この
過程は、誕生後ずっと繰り返され、続いていきます。これが、誕生から死ま
での人間の発達です。

（３）発達と類似する用語
　一般に、発達と類似する用語として、「成長」や「成熟」、「発育」などが
浮かびます。これらは、同じ意味にも使いますが、強調点の違いもあります。

見本
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　第　　　　　章 子どもの発達　1
①成長

　まず「成長」は、生物学的で量的な変化が主なものです。身長や体重のよ
うに、測定することができます。心理学では、心の成長というように比喩的
に使われることもあります。
②成熟

　成長に近い用語に「成熟」があります。こちらは、生物の細胞や器官など
が、不完全あるいは未熟な状態から完成形に至った状態を言います。性成熟
とか、脳成熟などと言われます。外から見て、測定しにくいものも含まれま
す。心理学では、特に学習や教育の影響を受けない、生物・遺伝的な要因に
よる変化を意味することが多いでしょう。ただし、人間は自らの経験や環境
を通して変化する部分が大きく、後に述べるように、両者を明確に分けるこ
とは困難です。
③発育

　「発育」は、特に小児科学分野で多く使用される言葉です。こちらは、「成
長」と学習や経験によって獲得される「発達」を合わせて「発育」と呼んで
います。これは心理学において「発達」と呼ぶものと最も近い、人間の変化
を包括的に表す言葉とも言えます。しかしながら、乳幼児期においては、子
どもの身体的な増大が顕著なため、その部分が強調されるのも事実です。
　厚生労働省では、10年ごとに乳幼児の身体発育を調査し、身体発育曲線を
作成しています。乳幼児期の発達状況について、子育てをしている当事者が最
も広く共有する知識は、母子健康手帳＊１にあると言えます。そこには、身体
発育曲線などが記載されたページがあり、広く利用されています＊２。
　以上をまとめると、乳児期から児童期など、子どもの変容は、多くが増大
する方向にあり、どの用語も共通する部分が多くことがわかります。そのた
め、厳密な用語の区別は難しいものの、心理学において「発達」と呼ぶとき
には、次の２点がポイントになっていると言えます。

心理学における「発達」とは
①生涯の変容を視野に入れていること。
② 人間の生物学的な変化と、環境や経験との相互作用による、さまざまな
機能的変化の両面を含んでいること。

「発達」と「成長」と「発
育」？どうちがうの？

＊１
母子保健法に定められ
た市町村が交付する手
帳のこと。

＊２
身体的発達の特徴につ
いては第４章を参照。

見本
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演習課題
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